
組織運営上の７つの要素（マッキンゼーの７S）について現状のポジショニングを確認することで組織の強み・弱みが明

確になり、組織の目指すゴール設定が現実的になります。

組織を構成する７つの要素に関連する組織コンピテンシーがどの様に発揮されどの様に生かされているかを確認する

ことで組織の指向性や構成員の傾向が明確になります。

社員が現状の組織に対して抱いているイメージを客観的に捉えることで、優先課題が明確になり、日常明確には意識

していない組織風土が明らかになります。
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組織が現在どの様な状態にあるかを見極めるためには、組織運営に焦点を当てることから始まります。そして、

組織がどのように運営されているかは組織運営上の複数の要素の配置により変わってきます。これら複数の要

素間のバランスをとることが大変重要であり、変革を進めていく際には狭い特定分野にだけ焦点を当てるのでは

なく、その変革が他の要素に及ぼす影響を考慮することが重要になります。

多くの企業では科学的・論理的アプローチを重視した各種の制度や仕組みを導入しています。これらの制度

や仕組みを通じて様々な情報を伝達したり吸い上げたりして、必要な対策の立案をしています。 それを支える

情報システムも多くの企業で既に導入済みです。また、モチベーション向上のための制度も成果主義人事制度

を中心として評価システムの中に位置付けられているケースが多くみられます。

このような状況下では、制度・仕組みだけをみていても的確な課題の把握は現実には困難を極めます。これ

らの制度や仕組み自体は、その主旨や目的に照らし合わせてみると十分であると思われていても、実際には

運用や活用の状況によって得られる成果に雲泥の差が生じています。

この状況を回避するためには、組織の構成員である社員が一体どのような意識を持って組織に所属し、社員

からみて組織がどのような状態にあると感じているのかを客観的に把握することが必要です。

システムシステムシステムシステムシステムシステムシステムシステム

SystemSystem

機構機構機構機構機構機構機構機構

StructureStructure

戦略戦略戦略戦略戦略戦略戦略戦略

StrategyStrategy

共通共通共通共通のののの価値観価値観価値観価値観共通共通共通共通のののの価値観価値観価値観価値観

Shared ValueShared Value

スキルスキルスキルスキルスキルスキルスキルスキル

SkillSkill
スタイルスタイルスタイルスタイルスタイルスタイルスタイルスタイル

StyleStyle

スタッフスタッフスタッフスタッフスタッフスタッフスタッフスタッフ

StaffStaff

H
A

R
D

W
A

R
E

H
A

R
D

W
A

R
E

S
O

F
T

W
A

R
E

S
O

F
T

W
A

R
E

コンピテンシー・サーベイODでは、組織運営の７つの要素を具体的な１４の項目に分類し、さらに、この各項目
に関連する組織コンピテンシーを抽出することにより、７つの各要素が現状組織に対してどの様なポジショニング

にあるのかを明らかにします。
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重要度重要度重要度重要度 満足度満足度満足度満足度

1111 機 構 組 織 構 造 3.83.83.83.8 2.7 |||||||||||||||||||||| 1111 シ ス テ ム 管 理 制 度 3.63.63.63.6 2.9 ||||||||||||||||||||||| 1111 戦 略 利 潤 追 求 -1.5-1.5-1.5-1.5 3.8 2.3
2222 戦 略 利 潤 追 求 3.83.83.83.8 2.3 ||||||||||||||||||| 2222 戦 略 方 針 ・ 方 向 性 3.33.33.33.3 2.9 ||||||||||||||||||||||| 2222 ス タ ッ フ 社 員 レ ベ ル -1.4-1.4-1.4-1.4 3.7 2.3
3333 ス タ ッ フ 社 員 レ ベ ル 3.73.73.73.7 2.3 ||||||||||||||||||| 3333 共通の価値観 ミ ッ シ ョ ン 3.23.23.23.2 3.6 ||||||||||||||||||||||||||||| 3333 機 構 組 織 構 造 -1.2-1.2-1.2-1.2 3.8 2.7
4444 共通の価値観 ミ ッ シ ョ ン 3.63.63.63.6 3.2 |||||||||||||||||||||||||| 4444 ス キ ル コアコンピタンス 3.13.13.13.1 2.5 |||||||||||||||||||| 4444 ス タ ッ フ 人 事 配 置 -1.0-1.0-1.0-1.0 3.5 2.5
5555 ス タ ッ フ 人 事 配 置 3.53.53.53.5 2.5 |||||||||||||||||||| 5555 ス タ イ ル 行 動 様 式 3.03.03.03.0 3.2 |||||||||||||||||||||||||| 5555 共通の価値観 企 業 理 念 -0.7-0.7-0.7-0.7 2.7 2.0
6666 ス タ イ ル 行 動 様 式 3.23.23.23.2 3.0 |||||||||||||||||||||||| 6666 ス タ イ ル 企 業 文 化 3.03.03.03.0 2.7 |||||||||||||||||||||| 6666 シ ス テ ム 報 告 制 度 -0.4-0.4-0.4-0.4 3.0 2.6
7777 シ ス テ ム 報 告 制 度 3.03.03.03.0 2.6 ||||||||||||||||||||| 7777 機 構 責 任 ・ 権 限 2.92.92.92.9 2.0 |||||||||||||||| 7777 共通の価値観 ミ ッ シ ョ ン -0.4-0.4-0.4-0.4 3.6 3.2
8888 シ ス テ ム 管 理 制 度 2.92.92.92.9 3.6 ||||||||||||||||||||||||||||| 8888 ス キ ル 技術力・人材力 2.82.82.82.8 2.1 ||||||||||||||||| 8888 ス タ イ ル 行 動 様 式 -0.2-0.2-0.2-0.2 3.2 3.0
9999 戦 略 方 針 ・ 方 向 性 2.92.92.92.9 3.3 ||||||||||||||||||||||||||| 9999 機 構 組 織 構 造 2.72.72.72.7 3.8 ||||||||||||||||||||||||||||||| 9999 ス タ イ ル 企 業 文 化 0.30.30.30.3 2.7 3.0

10101010 共通の価値観 企 業 理 念 2.72.72.72.7 2.0 |||||||||||||||| 10101010 シ ス テ ム 報 告 制 度 2.62.62.62.6 3.0 |||||||||||||||||||||||| 10101010 戦 略 方針・方向性 0.40.40.40.4 2.9 3.3
11111111 ス タ イ ル 企 業 文 化 2.72.72.72.7 3.0 |||||||||||||||||||||||| 11111111 ス タ ッ フ 人 事 配 置 2.52.52.52.5 3.5 |||||||||||||||||||||||||||| 11111111 ス キ ル コアコンピタンス 0.60.60.60.6 2.5 3.1
12121212 ス キ ル コアコンピタンス 2.52.52.52.5 3.1 ||||||||||||||||||||||||| 12121212 ス タ ッ フ 社 員 レ ベ ル 2.32.32.32.3 3.7 |||||||||||||||||||||||||||||| 12121212 シ ス テ ム 管 理 制 度 0.70.70.70.7 2.9 3.6
13131313 ス キ ル 技術力・人材力 2.12.12.12.1 2.8 ||||||||||||||||||||||| 13131313 戦 略 利 潤 追 求 2.32.32.32.3 3.8 ||||||||||||||||||||||||||||||| 13131313 ス キ ル 技術力・人材力 0.70.70.70.7 2.1 2.8
14141414 機 構 責 任 ・ 権 限 2.02.02.02.0 2.9 |||||||||||||||||||||||| 14141414 共通の価値観 企 業 理 念 2.02.02.02.0 2.7 |||||||||||||||||||||| 14141414 機 構 責 任 ・ 権 限 0.90.90.90.9 2.0 2.9

会社名会社名会社名会社名

サンプル

　　　　☆☆☆☆　　　　組織組織組織組織のののの基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴 　　　　★★★★　　　　現状現状現状現状のののの課題課題課題課題とととと今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性

実施日実施日実施日実施日

****/**/**

組織名組織名組織名組織名

満足度満足度満足度満足度 重要度重要度重要度重要度満足度満足度満足度満足度／／／／ランキングランキングランキングランキング ギャップギャップギャップギャップ／／／／ランキングランキングランキングランキング

*　明確な職務遂行基準に従って是々非々が明解になっている。
*　難易度が高く、緊張が伴う課題にも前向きに忍耐強く取り組んでいる。
*　安全性を重視し、適切な進捗管理が行われている。
*　仕事をすることで貢献間を得て、責任とやりがいを感じている。
*　突発的な問題に遭遇しても、一致協力して適切に処理している。

*　重視すべきことの判断が狭い視点からになりがちである。したがって、行動の優先順位を決める際に
組織目標を意識させながら個人の目的も考慮してすすめる必要がある。。
*　問題解決の当事者としての行動に甘さが見られる。したがって、事実を直視し、個々の責任を再認識さ
せた上で見合った手立てを講じる必要がある。
*　意思決定にあたって、メンバーの感情があまり配慮されていない傾向がある。したがって、当事者の立
場や気持ちを理解して応対していくことを心がける必要がある。
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社員社員社員社員レベルレベルレベルレベル

人事配置人事配置人事配置人事配置
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組織構造組織構造組織構造組織構造 責任責任責任責任・・・・権限権限権限権限

管理制度管理制度管理制度管理制度

報告制度報告制度報告制度報告制度

スタイルスタイルスタイルスタイル スタッフスタッフスタッフスタッフ スキルスキルスキルスキル 共有共有共有共有のののの価値観価値観価値観価値観 戦略戦略戦略戦略 機構機構機構機構 システムシステムシステムシステム
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SSSStyle

スタッフスタッフスタッフスタッフ
SSSStaff

スキルスキルスキルスキル
SSSSkills

共通共通共通共通のののの価値観価値観価値観価値観
SSSShared Value
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SSSStructure
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目 的 意 識スキルスキルスキルスキル
SSSSkills コアコンピタンス

情 報 伝 達

資 源 の 配 分

顧 客 対 応 力

権 限 委 譲

スタッフスタッフスタッフスタッフ
SSSStaff

社員レベル

人事配置

技術力・人材力

企業理念

ミッション

行動様式

企業文化

社員レベル

会社名会社名会社名会社名

サンプル

意 欲 的 行 動

直接的な指示・命令が蔓延らず、権限の付与や委譲が適時適応に行われていて、個々の潜在能力が顕在化しやすい環境がある

戦     略戦     略戦     略戦     略
SSSStrategy

結果情報のみにこだわらず課題解決の進捗状況やリソースの状況を的確に把握されていて、個々の活用レベルで管理されている

イ ノ ベ ー シ ョ ン

問 題 解 決 性

戦 略 的 人 員 配 置

資 源 の 活 用

エ ン パ ワ ー メ ン ト

チ ー ム パ ワ ー メ ン ト

ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン

組 織 活 力 性

責 任 体 制

企業理念

リ ス ク コ ン ト ロ ー ル

最終ゴールに最少のコストで到達するべく、効率的に人員や会社の保有する資産等の資源が各プロセスに効率的配分されている

上意下達の風潮がまったく無く、権限が積極的に委譲されていて表面上のポジショニングにこだわらないスキル重視の環境にある
責任・権限

組織構造

中長期的な視野にたってビジョンが策定されていて、直接・間接的にビジョンが個々に伝えられ個々の行動に影響力を与えている

企業のミッションが目的と共に理解されていて、それに対する個々の役割が明確かつ具体的なっていて責任を持って行動している

現状の資力や環境を考慮したうえで、中長期的な視野に立った最適な目標が具体的に明示されていて組織内で共有されている

差 別 化 ・ 独 創 性

ビ ジ ョ ン の 浸 透

コ ミ ッ ト メ ン ト

最 適 目 標 設 定

開 発 意 識

顧 客 志 向

項項項項　　　　　　　　　　　　　　　　目目目目

ハードハードハードハード
判　　　　   　定

自社の強み弱みを理解し、自らの行動が収益に結びつき、また、社会にも利益をもたらしているのかを考えながら行動している

ソフトソフトソフトソフト
判　　　　   　定

組織組織組織組織コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー

ビ ジ ネ ス マ イ ン ド

スタイルスタイルスタイルスタイル
SSSStyle

行動様式

組織構造が単純明快で、個々の責任や役割が明確でありながらも柔軟性に富み、地位に影響されない活性化された体制にある

問題が先送りされることなく、原因と結果に至るプロセスに対して迅速な探求と検証が行われていて責任体制が明確になっている

ギャップギャップギャップギャップ・・・・レベルレベルレベルレベル

3.0 ▲ 0.2

旧来の慣習にとらわれず、1つの方法論にも固執せず周囲の環境変化に応じた新しい手法を取入れ独自の文化を形成している

問題発生時のみならず、また、好不調時にかかわらず、常に課題を見出し、個々の責任のもと適切な方法で俊敏に処理している

間接部門に比重を置かず小さな本社を実現した組織で、顧客志向に基づき現場サイドに重心を置いた人事配置・人員体制である

個々に保有する能力や組織が保有する資産等の資源を共有しながら、適時適切に活用することで組織の付加価値を高めている

顧客に対して、時代の変化に影響を受けることなく他社が追随できない差別化された独創的な価値（中核的な力）を提供している

実施日実施日実施日実施日

****/**/**

組織名組織名組織名組織名

▲ 1.0

2.1 2.8 0.7

企業文化

社内外の情報が体系的に管理されていて、会社の方針・方向性に整合する情報は部門の障壁にかかわらず情報共有されている

業務遂行の中で発生が予測されるあらゆるリスクに対し事前にリスクを最小限にしていく体制が統一されていて活用レベルにある

共通共通共通共通のののの価値観価値観価値観価値観
SSSShared Value ミッション

組 織 貢 献 意 識

方針・方向性
情 報 共 有戦     略戦     略戦     略戦     略

SSSStrategy 利潤追求

2.0

トップから現場までの階層距離が短く意思疎通ができていて、顧客満足度の高い的確かつ迅速な対応ができる組織になっている

報告制度

自己の責任を遂行しながらも与えられた役割や分掌に固執することなく、常に組織貢献意識を持ちながら意欲的に行動している

個々の能力が最大限に生かされながら、チームとしてのマネジメントが適正かつ的確に行われていて相乗効果を生み出している

個々の能力や適性に応じた有効な人事配置になっていて、内外の状況変化に応じて適時かつ柔軟に配置転換が実施されている

個々に保有する能力や組織が保有する資産を生かすことで、組織として新しい付加価値を生み出していくプロセスを認識している

旧来の慣習や既定の事実や事柄にとらわれることなく常に新しい発想で新しいものやサービスを生み出していくべく行動している

マーケットに軸足を置きながら顧客のニーズやウォンツを的確にとらえていくことで、迅速に自社の商品やサービスに生かしている

自己の責任や役割を認識しながら個々の目的を達成することがひいては組織の発展に貢献することに繋がる意識ができている

||||||||

業務遂行や達成成果等に対する個々の評価に関する統一した具体的基準が明確になっていて、納得性が高く情報共有できている

イ ン フ ラ 整 備
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2.7 2.0 ▲ 0.7

内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

0.6

3.7 2.3 ▲ 1.4

3.0 0.3
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▲ 0.4

2.9 3.3 0.4

3.8 2.7 ▲ 1.2
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▲ 1.5
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評 価 透 明 性

2.9
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||||||||||||||||情報を適時的確かつ迅速に伝達したり収集したりできるシステム環境が整備されていて個々の判断で常時活用できる環境にある
▲ 0.4

情報の流れるプロセスが一元化されていて、階層にこだわることなく常に情報伝達が組織内で効率的かつ有機的に行われている

管理制度
戦 略 的 管 理
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重要度

行動様式 企業文化 社員レベル 人事配置

技術力・人材力 コアコンピタンス 企業理念 ミッション

方針・方向性 利潤追求 組織構造 責任・権限

管理制度 報告制度
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組織運営上組織運営上組織運営上組織運営上のののの７７７７SSSSモデルモデルモデルモデル

不許複製

「「「「洗練洗練洗練洗練されたされたされたされた制度制度制度制度やややや仕組仕組仕組仕組みみみみ」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「成果成果成果成果にににに結結結結びつくびつくびつくびつく行動行動行動行動をををを促促促促すすすす制度制度制度制度やややや仕組仕組仕組仕組みみみみ」」」」がががが組織業績組織業績組織業績組織業績をををを決決決決めますめますめますめます。。。。「「「「洗練洗練洗練洗練されたされたされたされた制度制度制度制度やややや仕組仕組仕組仕組みみみみ」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「成果成果成果成果にににに結結結結びつくびつくびつくびつく行動行動行動行動をををを促促促促すすすす制度制度制度制度やややや仕組仕組仕組仕組みみみみ」」」」がががが組織業績組織業績組織業績組織業績をををを決決決決めますめますめますめます。。。。

コンピテンシー・サーベイODでは、その組織が成果に結びつく行動を促す制度や仕組みをどの程度有し、どの程度発揮されてい

るかを現状の組織運営状況から診断します。

企業が組織変革を推進していく際に重要なことは、組織運営の結果もたらされている現在の組織風土と組織構成員である社員の意識を把握し、
組織の課題および強み・弱みを見極めたうえで、変革の方向性を打ち出していくことです。コンピテンシー・サーベイODは、変革の方向性を決める
重要な判断指標となります。

強み：維持しながら活用していく領域強み：維持しながら活用していく領域優先的に取り組むべき課題の領域優先的に取り組むべき課題の領域

弱み：潜在的に認識すべき課題の領域弱み：潜在的に認識すべき課題の領域 優先順位の低い課題の領域優先順位の低い課題の領域

社員が重要であると感じているランキング社員が重要であると感じているランキング
社員が満足しているランキング社員が満足しているランキング

ギャップ（満足度－重要度）ランキングギャップ（満足度－重要度）ランキング
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アウトプット

コンピテンシー・サーベイODの活用により、日常あまり意識していない組織特有の風土がわかります。また、組織の構成員である社員が現状で感

じている「重要度」と「満足度」とのギャップを測ることで、組織の課題が明確になり、変革の方向性が定まります。
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◇回答到着後約3週間で分析◇実施時間は約30分

◇実施日の2週間前にお申込み ◇回答用紙を配送または郵送

◇オプション対応

キャリアデザインキャリアデザインキャリアデザインキャリアデザイン

マネジメントレベルマネジメントレベルマネジメントレベルマネジメントレベル

リーダーシップレベルリーダーシップレベルリーダーシップレベルリーダーシップレベル

コミュニケーションレベルコミュニケーションレベルコミュニケーションレベルコミュニケーションレベル

モチベーションレベルモチベーションレベルモチベーションレベルモチベーションレベル
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アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント・・・・ツールツールツールツール

経営ビジョンの達成のためにはマネジメント

の各段階における企業が抱える問題・課題を
明確化、構造化したうえで、優先順位をつけ
て取り組むことが重要となってきます。
的確なソリューションを展開していくために、
的確な問題・課題をとらえる最適なサーベイ

は企業の成長・発展を加速させます。

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイODODODODコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイODODODODODODODOD

経営経営経営経営ビジョンビジョンビジョンビジョンのののの達成達成達成達成にににに至至至至るるるる外的要因外的要因外的要因外的要因とととと内的要因内的要因内的要因内的要因経営経営経営経営ビジョンビジョンビジョンビジョンのののの達成達成達成達成にににに至至至至るるるる外的要因外的要因外的要因外的要因とととと内的要因内的要因内的要因内的要因

◇診断結果のご報告

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイHRDコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイHRD

リーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイ

メンバーシップメンバーシップメンバーシップメンバーシップ・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイ

リーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイ

メンバーシップメンバーシップメンバーシップメンバーシップ・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイ

モチベーションモチベーションモチベーションモチベーション・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイ

経営経営経営経営ビジョンビジョンビジョンビジョンのののの達成達成達成達成経営経営経営経営ビジョンビジョンビジョンビジョンのののの達成達成達成達成

実 施 フ ロ ー

活 用 フ ロ ー

サーベイ実施によって、今後の方向性の伝達が十分にされていないことと社員の責任
や権限の与え方がうまくできていないことが判明、意識が低下している原因が明確に
なった。トップと現場を繋ぐ中間管理職の意識改革から優先的に取り組むとともに、会

社の方向性を具体的に伝えていく機会を設けることにした。

新規事業を立ち上げても軌道
に乗る前に頓挫することが多く、
社員の定着率が年々悪化して

モチベーションが低下している。

現状の問題点 サーベイ実施後の展開

事
例
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社

）

株式会社エヌキュージャパン
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